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職員の新型コロナウィルス感染について 

 

昨日 7/27（水）、土肥ホーム特養介護職員 1 名が新型コロナウィルスに感染したこと

が判明致し、保健所より下記の判断を受けました。当サービスご利用の皆様には、大変

ご心配をお掛け致します事、深くお詫び申し上げます。 

ご利用されるすべての皆様に安心してご利用いただけます様、引き続き感染対策の強

化に努めて参ります。 

 

【保健所の判断】 

〇同居のご家族の濃厚接触者として 7/26 から自宅待機中の為（土肥ホームに出勤

していないため）、感染拡大の可能性は低い。 

○当該職員は、対策を徹底していた為、土肥ホームのすべてのご利用者および職員

に濃厚接触者はいない。 

 

 

【初期対応として】 

 保健所からは濃厚接触者はいないとの指示を受けましたが、大事をとって特養入所

者 50 名とショート利用者並びに７/２５日以降ショート退所された利用者、更には特

養全職員に対して、抗原検査を実施。すべての方から“陰性”が確認されました。 

 

【今後の感染対策について】 

今後も利用者及び職員の体調不良等には注視し、必要に応じ随時抗原検査キット等

を活用することで、感染の早期発見に努めて参ります。また大事をとり当面の間ショ

ートステイの受入れを中止致します。引き続きご利用されるすべての皆さまが安心し

て利用できる体制を目指し、職員が一丸となって、全力を尽くして感染拡大防止に努

めます。   

引き続き、ご理解ご協力のほど、よろしくお願い致します。 

 

 

※今後の経過等は、土肥ホーム ホームページをご覧ください 

 


